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　【目的】身体躯幹部に対し、手部は直接寒冷環境に曝されている場合が多い。この局所寒

冷暴露の場合は、全身寒冷暴露の場合と生体反応が異なる。局所寒冷暴露のうち手指にお

ける研究は、冷水負荷試験方法が一般的である。しかし、冷水中に手指を長時間浸漬する

ことは著しく苦痛を伴う。そこで本報では手指局所寒冷負荷の新しい試験方法として開発

中である冷風負荷皮膚温テストを用い、女性の指尖皮膚温の変動を中心に検討した。

　【方法】被験者は健康な女子学生（19～22才）25名とし、1人につき2回ずつ測定した。環

境は室温2^℃、相対湿度50%RH （人工気候室）とした。実験は食後2時間経過以降の午前中

とし、あらかじめ被験者は入室後1時間安静にさせた。実験中の姿勢は椅座位とし､冷風負

荷皮膚温テスト条件は室温6分間、冷風負荷（5°C）20分間､室温8分間とした。測定項目は

指尖皮膚温、心拍数、血圧とした。また冷風負荷中に「冷たい」、「痛い」、「感覚がな

いj、「じんじんする」、「温かい」の5項目で主観による官能検査を行った。

　【結果】冷風負荷時指尖皮膚温の変動は、初期の低下とその後上昇が出現し､hunting現象

を示した。指尖皮膚温が最初に低下した温度（最低温度）は被験者による差が小であった

のに対し、最初に上昇した温度（最高温度）は被験者により異なったいW白数の変動は小

であった。官能検査では、「冷たい」から「痛い」、「感覚がない」、「温かい」へと移

行し、指尖皮膚温の変動とよく対応した。以上の結果より、冷風負荷皮膚温テスト方法は

手指局所寒冷負荷試験方法として有効であると考えられる。
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　【目的】夏季にｵｰﾄﾊﾞｲ用ﾍﾙﾒｯﾄを適性に着用しない理由の一つに、ﾍﾙﾒｯﾄ着用時の頭部不

快感がある。ﾍﾙﾒｯﾄ改良の一助とするため、頭部不快感の客観的指標について検討した。

　【方法】温度33℃、湿度60％｡無風(Okm/h)と有風(20k!ti/h)の暑熱環境で、ｵｰﾄi＼ｲ用ﾍﾙﾒ

ｯﾄを60分間着用する。着用中のﾍﾙﾒｯﾄ内温湿度、頭頂部皮膚温および平均皮膚温を10秒

毎に測定し5分間の平均値を求めた。ﾍﾙﾒｯﾄ内COzを5分毎にGC法により測定した。また、

頭部自覚症状および全身自覚症状については、ｸﾞﾗﾌｽｹｰﾙ法により5分毎に調査した。分

析は、無風・ﾍﾙﾒｯﾄ着用なしを対照として用いpaired-t testにより行った。

　【結果】無風の暑熱環境でﾍﾙﾒｯﾄを着用した時には、頭部の暑熱感・蒸れ感・湿潤感を

訴えた。有風の暑熱環境での頭部感覚は、無風時に比較すれば不快の程度が緩和された。

躯幹部において、従来より快適性の指標として衣服内温度、衣服内湿度、皮膚温、衣服

の通気性などが報告されている。しかし、今回の実験における頭部温度・湿度、皮膚温

については、有風時と無風時の差はほとんどなく、快適性を検討する上で、これらの指

標だけでは充分ではなかった。そこで、C02を測定したところ、無風時のC02濃度は経時

的に上昇を示し、有風時は低く抑えられた。有風時に不快感が緩和されたのは、換気に

よって水分と熱移動が促進されたためと推察された。頭部のような狭い微小気候におい

ては、従来から用いられている衣服内温度、衣服内湿度、皮膚温などの指標に加えて、

C02を指標とした換気量に注目すべきであることが示唆された。
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